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楽
の
指
導
を
通
じ
て
知
り
合
い
、
共
同
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
。
観
客
は
普
段
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
催
し
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
24
日
、
平
成
16
年
度
和
木
町
体
育

協
会
総
会
で
松
並
秀
夫
さ
ん
（
和
木
３
丁

目
）
が
多
年
に
わ
た
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
体
育
協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
重
本
体
育
協
会
会

長
か
ら
体
育
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。松

並
さ
ん
は
和
木
村
体
育
協
会
当
時
か

ら
野
球
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゴ
ル
フ
競
技
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
、
ま
た
副
会
長
と
し
て
体
育

協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
22
日
、
山
口
県
消
防
大
会
に
お
い

て
、
消
防
団
第
1
分
団
副
分
団
長
の
村
井

達
雄
さ
ん
（
和
木
1
丁
目
）
が
、
山
口
県

消
防
協
会
か
ら
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。村

井
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
第
１
分
団

に
入
団
以
来
、
21
年
の
永
き
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平

成
11
年
１
月
に
部
長
、
平
成
13
年
12
月
か

ら
は
副
分
団
長
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
防
災
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
和
木

美
術
館
で
、
和
木
美
術
館
開
館
記
念
「
静

動
の
奏
」
と
題
し
て
森
脇
子
雄
さ
ん
の
絵

画
展
、
栗
本
詠
子
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏

が
同
時
に
行
わ
れ
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

森
脇
さ
ん
は
、
錦
帯
橋
や
廃
船
な
ど
の

油
絵
を
中
心
に
最
近
10
年
の
作
品
を
展

示
。
栗
本
さ
ん
は
、
油
彩
作
品
を
背
景
に

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
の
ほ
か「
白
鳥
の
湖
」

「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど
8
曲
を
演
奏
。

お
二
人
は
、
岩
国
刑
務
所
で
の
絵
や
音

5
月
14
日
、
若
者
の
地
元
で
の
就
職
の

機
会
拡
大
の
た
め
、
古
木
町
長
が
、
町
内

の
企
業
、
商
工
会
な
ど
を
訪
問
、
採
用
の

要
請
を
し
ま
し
た
。

こ
の
要
請
活
動
は
、
平
成
14
年
度
か
ら

実
施
し
今
年
で
3
回
目
。
厳
し
い
雇
用
情

勢
の
中
、
就
職
難
に
苦
し
む
新
規
学
校
卒

業
者
や
就
職
が
決
ま
ら
ず
に
卒
業
し
た
学

生
な
ど
の
若
者
の
採
用
と
地
元
人
材
の
確

保
に
よ
り
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
願
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
木
町
長
は
「
1
人
で
も
多
く
の
地
元

の
若
者
を
採
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

各
企
業
が
さ
ら
に
発
展
し
、
町
が
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
関
連
企
業
の
方
に
も
こ
の
趣
旨
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。」
と
各
企
業
に
要
請
し

ま
し
た
。

1

ま
ち
の
話
題

村
井
さ
ん
県
消
防
協
会
表
彰
を
受
章

ま
ち
の
話
題

松
並
さ
ん
体
育
功
労
賞
を
受
賞

ま
ち
の
話
題

地
元
の
若
者
の
採
用
を
町
内
企
業
に
要
請

ま
ち
の
話
題

絵
画
展
と
フ
ル
ー
ト
の
奏

村井　達雄さん

要請書を渡す古木町長

松並　秀夫さん

花壇のようす



4
月
18
日
、
錦
帯
橋
お
よ
び
そ
の
周
辺

で
行
な
わ
れ
た
「
第
53
回
錦
帯
橋
写
生
大

会
」
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
、
町
か
ら
は

宮
本
智
美
さ
ん
（
中
学
3
年
）
が
中
国
新

聞
社
賞
を
、
山
本
千
愛
さ
ん
（
小
学
1
年
）

が
金
賞
、
米
本
百
合
恵
さ
ん
（
幼
稚
園
年

長
）、
片
岡
拓
朗
く
ん
（
幼
稚
園
年
長
）、

宮
本
将
彰
く
ん
（
小
学
2
年
）、
藤
本
都

和
く
ん
（
幼
稚
園
年
長
）
銀
賞
を
、
片
岡

佑
香
さ
ん
（
小
学
5
年
）
が
銅
賞
を
受
賞

5
月
19
日
、
蜂
ヶ
峯
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、
カ
ン
ペ
コ
グ
ル
ー

プ
主
催
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
パ
ッ
ト

大
会
が
開
催
さ
れ
、
55
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
福
祉
の
活
動
は
、
町
内
13
ヶ
所
に

設
置
し
て
あ
る
指
定
ア
ル
ミ
回
収
箱
か
ら

回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
販
売
し
た
収
益
金

で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
は
、

し
ま
し
た
。

中
国
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
た
宮
本
さ
ん

の
作
品
は
、
橋
を
縦
か
ら
見
た
構
図
で
、

遠
近
感
を
見
事
に
表
現
し
、
敷
石
や
橋
の

陰
の
部
分
な
ど
細
か
い
色
分
け
が
表
現
さ

れ
た
作
品
で
す
。

金
賞
を
受
賞
し
た
山
本
さ
ん
の
作
品
は

錦
帯
橋
や
、
鳥
が
描
か
れ
た
か
わ
い
い
絵

で
す
。

皆
さ
ん
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

指
定
回
収
箱
に
い
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

錦
帯
橋
写
生
大
会
に
入
賞
　

5
月
13
日
、
読
売
セ
ン
タ
ー
東
代
表
、
藤
越

和
彦
さ
ん
が
、
小
学
校
に
防
犯
ベ
ル
1
0
0

個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
読
売
新
聞

西
部
本
社
の
発
刊
記
念
の
記
念
事
業
と
し
て
、

子
ど
も
達
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を

未
然
に
防
ぐ
目
的
で
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

濱
　
校
長
は
「
児
童
を
1
人
で
帰
宅
し
な
い

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
防
犯
ベ

ル
を
活
用
し
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
児
童
の

安
全
確
保
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
小
学
校
1
年
生
全
員
に
持
参
さ

せ
利
用
し
ま
す
。

藤
越
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
防
犯
ベ
ル
は
大
切
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
、
3
月
末
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
岡

崎
博
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
井
原
誠
さ
ん

（
和
木
3
丁
目
）
が
5
月
1
日
付
け
で
、
厚
生

労
働
大
臣
お
よ
び
山
口
県
知
事
か
ら
委
嘱
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
主
任
児
童
委
員
は
、
児

童
の
福
祉
に
関
し
て
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
果

た
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2

ま
ち
の
話
題

主
任
児
童
委
員
に

井
原

誠
さ
ん

ま
ち
の
話
題

小
学
校
に
防
犯
ベ
ル
　
個
寄
贈

ま
ち
の
話
題

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
高
齢
者
親
睦

井原　誠さん

宮本　智美さん

山本　千愛さん

防犯ベル

100

崎�辞



ス
タ
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
は
、
恵
庭
市
と
姉
妹
都
市
締
結
25

周
年
の
記
念
の
年
で
、
恵
庭
市
よ
り
素
敵

な
カ
ッ
プ
ル
を
招
い
て
お
り
、
こ
の
後
、

バ
ラ
園
で
挙
式
を
行
な
い
ま
す
。
今
日
1

日
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
古
木
町
長
は
「
1
4
0
種
類
、

3
、5
0
0
本
の
バ
ラ
も
ち
ょ
う
ど
、
見

頃
を
迎
え
る
中
、
ロ
ー
ズ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

で
は
5
組
の
方
が
挙
式
を
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
1
日
中
楽
し
め
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ゆ

っ
く
り
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
あ

い
さ
つ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ン
ド
演

奏
、
町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
の
際
、

結
成
さ
れ
た
、
わ
き
ソ
ー
ラ
ン
隊
に
よ
る

「
よ
さ
こ
い
」、
か
わ
い
ら
し
い
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
、
こ
れ
を
歌
い
き
っ
た
ら
豪
華
商
品

G
et

、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
抽
選
会
、
弓
道
場
で
は
的
当
て
ゲ

5
月
23
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
「
ロ

ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４
in
蜂
ヶ
峯
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ラ
園
で
は
満
開
の
バ
ラ
、
空
は
青
々
と

澄
み
わ
た
り
初
夏
の
爽
や
か
な
風
が
そ
そ
ぐ

中
、
近
隣
市
町
村
か
ら
親
子
連
れ
な
ど
、
約

2
万
5
千
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
商
工
会
青
年
部

（
國
清
篤
部
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
実
行

委
員
会
を
結
成
、
町
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
4
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
藤
川
実
行
委
員
長

は
「
よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
「
ロ
ー
ズ
フ
ェ

ー
ム
、
子
ど
も
広
場
で
は
、
紙
相
撲
大
会
、

紙
飛
行
機
大
会
、
バ
ラ
園
で
は
、
優
雅
な

フ
ラ
ダ
ン
ス
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
前
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
店

が
並
び
、
そ
の
中
に
は
「
和
木
町
特
産
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
が
、
和
み

ち
く
た
ん
、
竹
酢
液
、
和
み
ま
ん
じ
ゅ
う
、

し
あ
わ
せ
パ
ン
プ
キ
ン
な
ど
町
の
特
産
品

を
販
売
し
た
ほ
か
、
小
瀬
川
河
口
で
獲
れ

た
新
鮮
な
イ
カ
の
て
ん
ぷ
ら
を
販
売
、
好

調
な
売
れ
行
き
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
横
の
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

会
場
に
は
、
約
60
店
舗
が
出
店
、
行
き
か

う
人
々
が
足
を
止
め
、
熱
心
に
品
定
め
を

し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に
は
、

町
内
企
業
の
、
新
日
本
石
油
精
製
株
式
会

社
麻
里
布
製
油
所
、
三
井
化
学
株
式
会
社

岩
国
大
竹
工
場
、
日
本
大
昭
和
板
紙
西
日

本
株
式
会
社
和
木
事
業
所
、
山
口
東
農
業

協
同
組
合
和
木
支
所
か
ら
特
別
協
賛
を
し

て
い
た
だ
き
祭
り
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
が
、
バ
ラ
園
に
「
ロ
ー
ズ

ベ
ル
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
青
年

部
が
昔
か
ら
企
画
し
て
い
た
も
の
で
、
バ
ラ

園
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
何
か

な
い
か
と
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
鐘
の
名
前
は

「
ロ
ー
ズ
ベ
ル
」
バ
ラ
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

國
清
部
長
は
「
こ
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
が
、
バ

ラ
園
に
き
た
と
き
の
思
い
出
と
な
り
、
バ
ラ

園
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
は
幸
せ

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
つ
ま
で
も
訪
れ
た
方

の
心
に
響
き
続
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

3

ま
ち
の
話
題

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に
２
万
５
千
人

わきソーラン隊

元気いっぱい大声コンテスト

ローズベルのお披露目

和木町特産品販売ブース

ま
ち
の
話
題

商
工
会
青
年
部

ロ
ー
ズ
ベ
ル
を
寄
贈



バ
ラ
園
で
は
、
2
年
ぶ
り
に
「
ロ
ー
ズ

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」
が
行
な
わ
れ
、
5
組
の

結
婚
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
見
守
る
中
、
新
郎

新
婦
が
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
登
場
。
シ
ャ

ボ
ン
玉
シ
ャ
ワ
ー
に
包
ま
れ
な
が
ら
バ
ラ

園
に
入
場
。
深
紅
の
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
を

進
み
、
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
に
包
ま
れ
、

幸
せ
の
階
段
を
1
歩
ず
つ
登
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
誓
い
の
言
葉
、
指
輪
の
交
換
・

誓
い
の
キ
ス
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
へ

の
入
刀
が
行
な
わ
れ
大
勢
の
方
に
祝
福
さ

れ
る
中
、
永
遠
の
愛
を
誓
い
ま
し
た
。

恵
庭
市
の
窪
内
さ
ん
は
「
和
木
町
は
、

自
然
が
豊
か
で
、
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。

私
達
の
住
む
ま
ち
と
同
じ
香
り
が
し
ま

す
。
故
郷
北
海
道
に
い
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
姉
妹
都

市
と
し
て
更
に
交
流
を
深
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
西
田
夫
妻
（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）

が
挙
式
。
西
田
さ
ん
は
「
こ
の
結
婚
式
を

お
ば
あ
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た
い
。」
と

応
募
、
こ
の
日
は
た
く
さ
ん
の
家
族
、
友

人
に
見
守
ら
れ
る
中
、
素
敵
な
挙
式
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
山
田
夫
妻
（
岩
国
市
）、

御
神
村
夫
妻
（
岩
国
市
）
、
竹
田
夫
妻

（
大
阪
）
が
挙
式
を
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
き

上
げ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

満
開
の
バ
ラ
に
囲
ま
れ
て
ロ
ー
ズ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

4

山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん山田政明さん 舞さん

御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん御神村伸也さん 綾さん

窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん窪内弘典さん 亜弓さん

西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん西田康二さん 香織さん

竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん竹田浩二さん 香さん



期
　
日
▼
７
月
25
日
　
〜
27
日
　

会
　
場
▼
国
立
弓
削
商
船
高
等
専
門
学

校
、
瀬
戸
内
海
海
域

参
加
対
象
▼
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

定
　
員
▼
30
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
、
船
内
居
住
区
、
男
女
比

等
に
よ
り
決
定
）

費
　
用
▼
７
、
０
０
０
円

持
ち
物
▼
着
替
え
、
洗
面
用
具
、
雨
具
、
懐

中
電
灯
、
筆
記
用
具
、
保
険
証
の
写
し

申
込
み
・
問
合
せ
▼

国
立
山
口
徳
地
少
年
自
然
の
家

（

０
８
３
５
ー

56
ー

０
１
１
３
）

※
申
込
締
切

６
月
18
日

４
月
25
日
、
長
山
公
園
（
岩
国
市
）
で
、

「
第
７
回
長
山
公
園
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て

行
わ
れ
た
和
太
鼓
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
岩
国

広
域
か
ら
７
チ
ー
ム
が
出
演
。
会
場
に
は

時
に
軽
快
に
、
時
に
重
厚
に
、
和
太
鼓
の

音
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

和
木
町
か
ら
は
四
境
太
鼓
保
存
会
が
出

演
。「
春
の
お
と
ず
れ
」、「
ひ
び
き
」
の

二
曲
の
演
奏
に
、
会
場
を
埋
め
た
観
衆
か

ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

5

本
年
度
も
、
和
木
町
が
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ

い
、
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
で
あ
る
よ
う
に
、

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
の
目
に
ふ
れ
る
場
所
で

花
を
育
て
る
個
人
や
団
体
に
助
成
金
が
支

払
わ
れ
る
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
、
人
々

の
心
に
や
さ
し
さ
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま

せ
ん
か
？

●
助
成
制
度
に
つ
い
て

1

対
象
と
な
る
方

・
町
内
在
住
の
方

2
対
象
と
な
る
場
所

・
町
内
の
公
共
の
場
所（
公
園
・
集
会
所
等
）

※
使
用
す
る
範
囲
は
、
申
請
書
に
よ
り
審

査
い
た
し
ま
す
。

・
町
内
の
私
有
地
の
う
ち
、
多
く
の
人
々

の
目
に
触
れ
、
所
有
者
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
る
場
所

※
申
請
者
自
身
の
所
有
地
も
可

1

助
成
さ
れ
る
金
額

・
個
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

･
･
･
八
千
円
以
内

・
団
体
に
よ
る
申
請
の
場
合

･
･
･
三
万
円
以
内

申
請
後
、
助
成
金
交
付
が
決
定
し
ま
し

た
ら
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
花
が
咲
い

て
い
る
様
子
を
収
め
た
写
真
や
苗
・
肥
料
・

プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
領
収
書
に
よ
り
事
業

実
施
の
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
領
収
書
の
合
計
金
額
分
が
、
助

成
さ
れ
る
金
額
の
範
囲
内
で
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（

53
ー

３
１
２
３
）

環
境
基
本
法
に
よ
り
、
６
月
５
日
は
「
環
境
の

日
」、
６
月
の
一
ヶ
月
間
を
「
環
境
月
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
よ
う
な
地
球

規
模
の
問
題
か
ら
、
身
近
な
ご
み
問
題
に
至
る
ま

で
、
今
日
の
環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
私

た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
事
業
活
動
の
在
り
方

を
根
本
か
ら
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
、「
簡
素
」
で
「
質
」
を
重
視
し
た
社
会
「
地

球
と
共
生
す
る
『
環
の
国
』
日
本
」
を
提
唱
し
、

こ
の
よ
う
な
社
会
の
構
築
に
む
け
た
取
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
に
お
い
て
も
こ
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
期

間
中
、「
地
球
と
な
か
よ
し
県
民
運
動
」
推
進
の

強
調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
を

重
点
と
す
る
各
種
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
県
民
一

人
ひ
と
り
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
県
民
、
事
業

者
、
民
間
団
体
の
連
携
の
も
と
に
環
境
創
造
や
環

境
保
全
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算316号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

長
山
公
園
ま
つ
り
に

四
境
太
鼓
が
出
演

「
弓
削
丸
体
験
航
海
」の
ご
案
内

（ ）日

（ ）火

（ ）金

ゆ
　
げ
　
ま
る



あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

6

＜CD＞
☆デューン/ラルク　アン　シエル
☆トゥエンティー・トゥー/タッキー＆翼
☆佐渡へ/鼓童
☆交通安全漫談/綾小路きみまろ
☆蜜/柴咲コウ

＜一般書＞
「亡き母や」 阿川弘之著
「その女の名は魔女」 赤川次郎著　
「骨董屋征次郎京暦」 竹内　真著
「自転車少年記」 フランシス・メイズ著
「元気」 五木寛之著
「上海迷宮」 内田康夫著

＜児童書・絵本＞
「ねがいぼしかなえぼし」

内田麟太郎作　山本　孝絵
「ゲド戦記外伝」 アーシュラ・Ｋ・ル・グウィン作
「ぼくのはさみ」 せなけいこ作・絵　
「こうさぎジャック　しっぽはどこ？」

バーナデット・ワッツ作・絵
「ひ・み・つ」 たばたせいいち作・絵　

☆ホンキン・オン・ボーボゥ/エアロスミス
☆愛の夢/千住真理子
☆一青思（ひとおもい）/一青窈
☆ファイン/TV HITS and wonderful music

「しなやかに　したたかに」 渡辺淳一著　
「ダ・ヴィンチ・コード　上・下」ダン・ブラウン著　
「パターン・レコグニション」 ウィリアム・ギブスン著　
「革のリメイク」 森　悦子著　
「知価社会」 堺屋太一著

「それゆけフェルディナント号」ヤーノシュ作・絵
「シドニー行き714便」 エルジェ作
「しろいうさぎがやってきて…」

エリック・バテュ作・絵　
「鳥の巣研究ノート」 鈴木まもる文・絵
「感動のドラマの記録　オリンピック絵事典」

ＰＨＰ研究所編　

今月の休館日　7日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
☆図書館内でＤＶＤが視聴できます。今までは貸し出しのみでした
が、ビデオと同様一人一日一枚に限り視聴できるようになりまし
た。どうぞご利用ください。

☆図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできるようになっています。
（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の検索や予約ができます。）
☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。
アドレス：http://www.waki-toshokan.jp/
☆予約には事前に登録が必要です。必ずご本人が来館のうえ、登録してく
ださい。電話・ＦＡＸ等での登録は受け付けていません。
なお、登録したデータの更新に時間が掛かるため使用可能になるのは翌
日以降となります。

☆小学生以下のお子さま（自身でインターネット検索のできる場合のみ）
は、保護者の方とご一緒に手続きをしてください。

問合せ 和木町立図書館（℡ 54－0222）

絵本の読みきかせ

日　時▼６月19日（土）午後３時
場　所▼図書館内絵本のコーナー
よみきかせボランティア「ぴのきお」
○図書館では、毎月第3土曜日に
絵本の読み
きかせを行
っています。
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第7回和木町ボランティアまつり

和木美術館情報（６月）

第29回ほのぼの教室について

川まつり花火大会でメッセージ
花火を打ち上げよう！
打ち上げ花火に思いを込めて、家族や恋人に気

持ちを伝えてみませんか？

募集期間

6月1日（火）～21日（月）

一メッセージ　5,000円

対　象

和木町、大竹市に在住の個人の方

メッセージ例（40字まで）

・お父さんお母さん、今まで育ててくれてありが

とう！

〈和木町和木　和木太郎〉

・結婚何周年記念、今まで一緒にいてくれてあり　

がとう！

※政治，宗教等のメッセージはご遠慮ください。

花火大会開催日 7月29日（木）

申し込み・問い合わせ 大竹観光協会

（大竹商工会議所内　 52－3105）

テーマ 「あたたかい　心ふれあう　まちづくり」

と　き 6月5日（土）10時～14時
ところ 総合コミュニティセンター（午前中）

◎公　演　第二の人生いきいきと
講　師 郷土散策ボランティア（玖珂ユウキの会）

木坂　健治先生
総合福祉会館（午後から）

給食コーナー（カレーライス）
飲み物コーナー
作品展示コーナー
チャリティーバザー（13時から）

主　催 和木町ボランティア連絡協議会
共　催 和木町社会福祉協議会
問合せ 和木町ボランティア連絡協議会

（ 52－8644）

中村利男一人展
風景、人物の油絵を展示します。

展示期間 6月3日（木）～6月15日（火）

展示時間 10時～16時30分

入場料 無料

第6回和木町美術部作品展
公民館講座である和木町美術部部員の1年間　　

の作品を展示します。

展示期間 6月18日（金）～6月24日（木）

展示時間 9時～17時

（ただし、6月18日は12時～17時）

入場料 無料

問合せ 教育委員会

（ 53－3123）

日　時 6月9日（水）14時～15時30分

内　容 絵手紙作り

場　所 わきあいあい苑

参加費 200円

持参品 筆

対象者 70歳以上の方

問合せ わきあいあい苑在宅介護支援センター

（ 54－0322）

舞
の
海
文
化
講
演
会

舞
の
海
文
化
講
演
会

演題「私と大相撲」

日　時 6月23日（水）18時30分開演

会　場 文化会館

入場料 1,000円（前売券）当日券1,200円（売れ残り

がある場合）

6月1日（火）より販売開始

前売り券販売所 総合コミュニティセンター

・文化会館・体育センター　

主　催 和木町文化協会

後　援 和木町・和木町教育委員会

問合せ 文化協会事務局

（ 52－2191）



と
　
き
▼
５
月
８
日
　

と
こ
ろ
▼
本
郷
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ラ
ウ

ン
ド

優
　
勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
2
位
　
石
隈
　
勉

第
3
位
　
阿
部
　
政
志

B
ク
ラ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル
　

優
　
勝

繁
原
　
節
子

第
2
位
　
塩
田
　
節
子

第
3
位
　
三
谷
　
久
笑
、
小
清
水
　
啓
子

初
心
者
ク
ラ
ス
シ
ン
グ
ル
　

優
　
勝

與
三
本
　
眞

第
2
位
　
灘
本
　
秀
信

第
3
位
　
佐
伯
　
政
子
、
末
岡
　
和
子

と
　
き
▼
５
月
２
日
　

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

１
位
　
藤
川
　
迪
子

２
位
　
蔵
重
　
奈
央

中
学
生
の
部

１
位
　
畑
　
一
斗

２
位
　
大
谷
　
麻
里
子

高
校
生
・
一
般
の
部

１
位
　
眞
田
　
彗

２
位
　
樋
渡
　
ひ
と
み

壮
年
の
部

１
位
　
西
口
　
一
博

２
位
　
長
崎
　
貞
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

最
優
秀
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
　
　

藤
川
フ
ァ
ミ
リ
ー

優
秀
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
　
　
　

末
岡
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
　
き
▼
５
月
５
日

と
こ
ろ
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

結
　
果
（
敬
称
略
）

グ
ロ
ス
　
ハ
ン
デ
　
ネ
ッ
ト

優
　
勝

竹
本
　
講
治
　
　
　
　
　

76

7.

2

68.

8

準
優
勝

中
部
　
敦
夫
　
　
　
　
　

85

15.

6

69.

4

第
3
位
　
　
松
本
　
明
人
　
　
　
　
　

82

12.

0

70.

0

第
4
位
　
　
増
田
　
克
彦

79

8.

4

70.

6

第
5
位
　
　
橋
垣
　
育
男
　
　
　
　
　

85

14.

4

70.

6

第
6
位
　
　
村
本
　
俊
彦
　
　
　
　
　

72

1.

2

70.

8

第
7
位
　
　
和
泉
　
真
二
　
　
　
　
　

89

18.

0

71.

0

第
8
位
　
　
辻
野
　
幸
彦
　
　
　
　
　

94

22.

8

71.

2

第
9
位
　
　
天
河
　
喜
郎
　
　
　
　
　

79

7.

2

71.

8

第
10
位
　
　
小
林
　
敏
幸
　
　
　
　
　

91

19.

2

71.

8

8

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

第
15
回
和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会

第
３
回
和
木
町
三
世
代

交
流
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会

平
成
16
年
度

本
郷
近
郊
少
年
少
女

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

和木町近郊春季
バドミントン大会
日　時 6月20日（日）

9時～開会式

場　所 体育センター

種　目 男子A級複・B級複

・C級複

女子A級複・B級複　

・C級複

試合方法 リーグ戦または

トーナメント戦

参加料 一　般　1,000円

高校生　 800円

中学生　 500円

※当日徴収します。

申込期限 6月15日（火）必着

申込先 体育センター　

（ 52－2811､ 52－9149）

優勝おめでとう

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ゴ
ル

フ
レ
ッ
ス
ン
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。
未

経
験
者
大
歓
迎
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

募
集
資
格
▼
幼
稚
園
児
以
上

参
加
費
▼
無
料

開
催
日
▼
随
時

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

と
　
き

3
月
28
日
　

と
こ
ろ

体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
（
敬
称
略
）

A
ク
ラ
ス
ダ
ブ
ル
ス
　
　
　

優
　
勝

野
村
・
徳
田
　
組
　
　
　
　
　
　

第
2
位
　
梶
本
・
礒
崎
　
組
　
　
　
　
　
　

第
3
位
　
村
上
・
住
田

室
本
・
新
庄
組

B
ク
ラ
ス
ダ
ブ
ル
ス
　
　
　

優
　
勝

吉
森
・
佐
伯
　
組

第
2
位
　
田
中
・
繁
原
　
組

第
3
位
　
與
三
本
・
把
田
　
組

石
隈
・
三
谷
　
組

A
ク
ラ
ス
シ
ン
グ
ル
　
　
　

優
　
勝

梶
本
　
孝
弘

第
2
位
　
野
村
　
淳

第
3
位
　
把
田
　
武
志
、
村
上
　
和
俊

B
ク
ラ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル
　

優
　
勝

吉
森
　
　
生

和
木
町
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

和
木
町
卓
球
大
会

靜�静



保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

期
　
間
▼
7
月
1
日
〜
8
月
31
日

対
象
者
▼
20
歳
以
上
の
禁
煙
希
望
者

内
　
容
▼
2
ヶ
月
間
の
禁
煙
サ
ポ
ー
ト

A
コ
ー
ス
（
医
療
機
関
サ
ポ
ー
ト：
ニ
コ

チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど
の
処
方
を
含
む
）

B
コ
ー
ス
（
一
般
サ
ポ
ー
ト：

保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
の
定
期
的
ア
ド
バ
イ
ス
）

募
集
期
間
▼
6
月
15
日
　
ま
で

申
込
方
法
▼
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
E

メ
ー
ル
で
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
　

号
・
選
択
コ
ー
ス
・
喫
煙
の
状

況
（
1
日
何
本
）・
団
結
式
（
6

月
29
日
　
18
時
30
分
〜
、
場
所

・
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

へ
の
出
欠
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
先
▼
〒
7
4
0
ー

0
0
1
6

岩
国
市
三
笠
町
1
ー

1
ー

1

山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
3

29
ー

1
5
9
4

E
メ
ー
ル：

a13214
pref.yam

aguchi.lg.jp

）

よ
く
噛
ん
で
い
き
い
き
生
活

む
し
歯
予
防
デ
ー
に
ち
な
み
、「
よ
く

噛
む
こ
と
」
を
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

現
代
人
は
噛
む
回
数
が
減
っ
て
い
ま
す

現
代
は
調
理
器
材
の
発
達
や
調
理
方
法

の
工
夫
、
食
材
の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、

食
べ
物
が
次
第
に
軟
ら
か
く
な
る
（
軟
食
）

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
軟
食
は
咀
嚼
回
数
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
ご
の
骨
の

未
発
達
や
歯
並
び
の
悪
さ
を
も
た
ら
し
ま
す
。

よ
く
噛
む
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ご
や
歯

ぐ
き
が
鍛
え
ら
れ
て
丈
夫
に
な
り
ま
す
。

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
た
め
に
は
、
硬
い
も

の
・
繊
維
質
の
も
の
・
弾
力
が
あ
り
噛
み

切
り
に
く
い
も
の
な
ど
、
噛
み
応
え
の
あ

る
食
材
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に

素
材
を
大
き
く
切
っ
た
り
、
加
熱
具
合
な

ど
調
理
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
も
、
噛

む
回
数
を
増
や
せ
ま
す
。

唾
液
に
は
い
ろ
い
ろ
な
働
き
が
あ
り
ま
す

「
唾
液
は
無
意
識
に
出
て
く
る
も

の
・
・
・
」
く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
唾
液
は
消
化
液
の
ひ
と
つ
で
、
か
ら

だ
の
健
康
を
守
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
唾
液
は
噛
め
ば
噛
む

ほ
ど
分
泌
量
が
増
加
し
ま
す
。「
よ
く
噛

ん
で
、
た
く
さ
ん
唾
液
を
出
す
こ
と
」
が

大
切
で
す
。

唾
液
の
働
き

①
胃
腸
で
消
化
・
吸
収
を
高
め
る

唾
液
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
が
で
ん

ぷ
ん
を
分
解
し
、
胃
腸
へ
の
負
担
を
軽

く
す
る
。

②
張
り
の
あ
る
肌
を
保
つ

唾
液
に
含
ま
れ
る
ホ
ル
モ
ン
が
、
皮

膚
・
粘
膜
や
血
管
な
ど
多
く
の
細
胞
の

増
殖
を
促
し
ま
す
。

③
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
殺
菌
す
る

唾
液
に
含
ま
れ
る
リ
ゾ
チ
ー
ム
に
は
細

菌
へ
の
抵
抗
性
が
あ
り
、
ラ
ク
ト
フ
ェ

リ
ン
に
は
細
菌
の
発
育
を
抑
制
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。

④
む
し
歯
、
歯
周
病
を
予
防
す
る

唾
液
に
は
、
口
の
中
の
汚
れ
を
洗
い
流

し
て
歯
の
表
面
を
き
れ
い
に
し
、
口
の

中
を
常
に
中
性
に
保
と
う
と
す
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。

よ
く
噛
む
こ
と
で
い
き
い
き
生
活
（
年
代
別
）

乳
幼
児
期

・
よ
く
噛
む
習
慣
は
母
乳
か
ら
。
母
乳
を

吸
う
あ
ご
の
上
下
運
動
は
口
の
周
り
の

筋
肉
を
発
達
さ
せ
、
乳
歯
の
歯
並
び
を

き
れ
い
に
し
ま
す
。
正
し
い
哺
乳
は
舌

の
大
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
、
咀

嚼
の
発
達
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。（
母
乳
を
吸
う
感
覚
に
近
い
哺
乳

瓶
用
乳
首
も
あ
り
ま
す
。）

・
噛
む
こ
と
は
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い

る
能
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
離
乳
食
は

栄
養
摂
取
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
噛

む
力
を
育
て
る
た
め
の
大
切
な
ス
テ

ッ
プ
で
す
。

・
よ
く
噛
む
こ
と
で
味
覚
の
発
達
を
促
し

ま
す
。

・
楽
し
ん
で
歯
磨
き
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

学
童
期
〜
思
春
期

・
噛
み
応
え
の
あ
る
食
材
を
使
う
な
ど
、

毎
日
の
食
事
か
ら
よ
く
噛
む
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
よ
く
噛
む
こ
と
は
脳
の
働
き
を
よ
く
し

ま
す
。

・
永
久
歯
へ
の
生
え
変
わ
り
時
期
に
は
手

入
れ
が
一
番
難
し
く
な
る
の
で
、
親
が

子
ど
も
の
口
の
中
を
し
っ
か
り
点
検
し

ま
し
ょ
う
。

・
永
久
歯
列
が
完
成
す
る
と
噛
み
あ
わ
せ

も
安
定
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
丈
夫

な
あ
ご
を
育
て
る
た
め
に
も
よ
く
噛
み

ま
し
ょ
う
。

成
・
壮
年
期

・
よ
く
噛
む
こ
と
で
肥
満
を
防
ぎ
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
ま
す
。

・
よ
く
噛
む
こ
と
で
表
情
が
豊
か
に
な
り

ま
す
。

・
よ
く
噛
む
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ

ま
す
。

・
む
し
歯
や
歯
周
病
を
防
ぎ
、
口
臭
を
少

な
く
し
ま
す
。

高
齢
期

・
残
っ
た
歯
を
大
切
に
「
お
口
の
ケ
ア
」

を
続
け
ま
し
ょ
う
。

・
お
口
や
そ
の
周
辺
か
ら
脳
へ
伝
わ
る
感

覚
は
全
体
の
1
／
3
と
い
わ
れ
ま
す
。

よ
く
噛
む
こ
と
は
身
体
活
動
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

・
よ
く
噛
む
こ
と
で
血
液
の
循
環
が
よ
く

な
り
ま
す
。

・
お
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
、
誤
嚥
性

肺
炎
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

9

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

in
岩
国
参
加
者
募
集

＠�

そ
し
ゃ
く

（ ）火

（ ）火

そ

し
ゃ
く

ご
え
ん
せ
い



第1回目キッズきっちん
～こどもの食べ物教室～

食推さんのおすすめメニュー

200ｍl・400ｍl 献血のお知らせ

健康カレンダー （6月16日～7月15日）

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

6月16日（水）

17日（木）

23日（水）

24日（木）

7月11日（木）

5日（月）

7日（水）

8日（木）

15日（木）

行　　　　事

1歳6ヶ月児健診

受付時間

13：00～13：20 保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

関ヶ浜分館

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

平成14年11月～12月生まれ

3歳児健診 平成13年5月～6月生まれ

育児学級 19：30～11：30乳児とその保護者の方

プレイルーム 11：00～15：00乳幼児とその保護者の方

フッ素塗布 13：00～13：20
平成12年6月1日～

平成13年5月31日生まれ

プレイルーム 11：00～15：00乳幼児とその保護者の方

育児相談 13：30～14：30乳幼児とその保護者の方

プレイルーム 11：00～15：00乳幼児とその保護者の方

健康相談 19：30～10：00一般の方

離乳食教室 19：30～13：00乳児とその保護者の方

育児相談（計測のみ） 10：30～11：30乳幼児とその保護者の方

プレイルーム 11：00～15：00乳幼児とその保護者の方

両親教室 19：30～11：30妊婦とその家族

プレイルーム 11：00～15：00乳幼児とその保護者の方

献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現
在、全国的に血液が不足しています。多くの皆様の
ご協力をお待ちしています。
日　時 6月30日（水）10時～12時、13時～15時30分
場　所 保健相談センター

不妊治療費助成制度のお知らせ
平成16年4月1日以降の不妊治療費について、治療費の一部を
助成します。
対　象 町内にいずれかが居住する戸籍上の夫婦で、夫及び妻

の前年の所得の合計額が650万円未満の方
期　間 夫婦一組あたり通算２年
内　容 ○保険適用の不妊治療費

町が治療費の自己負担分について、1年度あたり3万
円（上限）を助成します。
○保険適用外の体外受精・顕微授精の治療費
県が治療費の全額について、1年度あたり10万円
（上限）を助成します。

問合せ 保健相談センター（ 52－7290）

元気アップ教室のお知らせ
今回の元気アップ教室は湿気で憂鬱な梅雨を、香
りを効果的に取り入れることで、少しでも快適に過
ごす工夫を学びますのでお楽しみに！
と　き 6月24日（木）10時～11時30分
ところ 保健相談センター
内　容 アロマテラピー『アロマで梅雨を快適に』
受講料 材料費500円
申込み 6月18日（金）までに保健相談センターへ　　

（ 52－7290）先着15名

ゲーム、クイズ、実験、料理をする中で、｢食べる

こと｣を一緒にふり返ってみませんか？
対象者 小学４年生（※保護者の参加も可。児童のみ

も可です。）
日　時 7月16日（金）13時30分～16時30分
場　所 保健相談センター
内　容 テーマ「飲み物の糖度を測ってみよう！」

ゲーム、クイズ、飲み物の糖度測定、調理実習
参加費 材料費実費（200円程度）
持ってくるもの エプロン、三角巾、手拭タオル、

筆記用具
申込み 7月9日（金）までに保健相談センターへ

（ 52－7290）
第２回目 8月4日（水）「朝ごはんって大切！」
第３回目 11月15日（月）「手作りおやつを作ってみ

よう！」
第４回目 3月23日（水）「未定」も予定しています。

鶏肉の磯チーズ焼き
材料6人分
鶏むね肉・・・・・・400g スライスチーズ（とろけないタイプ）3枚
卵黄・・・・1個分　 青のり・・・・・大さじ2 塩・・・・・・小さじ1／2
こしょう・・・・少々　

作り方
①下準備
鶏肉・・・塩こしょうをしておく。
②オーブンで焼く
ペーパーをしいて、200℃のオーブンで鶏肉を焼く。あらかた

火が通ったらスライスチーズをのせてさらに焼く。
③卵黄、青のりをのせる
チーズが溶けてきたら、卵黄をスプーンを用いてチーズの上にか

ける。さらに青のりをふり、さっと焼く。火から下ろし、12等
分に切る。

こしょう�

鶏肉�

チーズ�

青のり� 卵黄�

10

冷めても食べやすいので、お弁当の1品にも、どうぞ。
（食推４班　松並　好子）



11

相
談
内
容
▼
就
職
活
動
の
具
体
的
な
方
法

に
つ
い
て
、
就
職
活
動
に
関
す
る
困
り

ご
と
、
職
務
経
歴
書
履
歴
書
な
ど
の
書

き
方
、
利
用
法
に
つ
い
て
、
面
接
に
必

要
な
知
識
、
留
意
点
に
つ
い
て
な
ど

対
　
象
▼
県
内
に
居
住
す
る
離
職
者
の
方
　

で
、
現
在
求
職
活
動
中
の
方

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
▼
県
東
部
労
政
事
務
所
岩
国
駐
在

（

29
ー

1
5
5
5
）

日
時
及
び
会
場
▼

●
６
月
23
日
　
　
24
日
　
　
９
時
〜
17
時

岩
国
市
中
央
公
民
館

●
６
月
25
日
　
　
９
時
〜
16
時

愛
宕
供
用
会
館

講
習
の
科
目
▼

1
点
火
の
方
法

１
時
間

2
付
属
設
備
付
属
品
の
取
扱

６
時
間

3
点
検
及
び
異
常
時
の
処
置

５
時
間

4
燃
焼
の
調
整

７
時
間

5
水
処
理
及
び
吹
き
出
し

１
時
間

6
簡
易
テ
ス
ト

受
　
講
　
料
▼
１
３
、０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代
▼
　
１
、１
０
０
円

（
事
前
購
入
で
き
ま
す
）

募
集
人
数
▼
40
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

申
込
み
期
限
▼
６
月
16
日

申
込
み
・
問
合
せ
▼

日
本
ボ
イ
ラ
ー

協
会
山
口
支
部

（

０
８
３
４
ー

３
２
ー

２
９
４
２
）

試
験
の
種
類
▼
甲
種
・
乙
種
火
薬
類
取

扱
・
丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
試
験

日
　
時
▼
８
月
22
日
　
　
13
時
〜
15
時

場
　
所
▼
県
勤
労
者
福
祉
文
化
中
央
会
館

受
付
期
間
▼
６
月
22
日
　
〜
７
月
１
日
　
　

消
印
有
効

受
験
資
格
▼
学
歴
、
経
験
の
有
無
を
問
い

ま
せ
ん
。

手
数
料
▼
１
２
、０
０
０
円

●
受
験
準
備
講
習
会

８
月
５
日
　
・
６
日
　
・
16
日
　

県
労
働
者
福
祉
文
化
中
央
会
館

受
講
料
▼
６
、
０
０
０
円

問
合
せ
▼
山
口
県
火
薬
保
安
協
会

（

０
８
３
ー

９
２
５
ー

７
３
３
２
）

岩
国
地
区
消
防
組
合
の
指
導
で
、
成
人

に
対
す
る
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
簡
単
な
応
急
処
置
の
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
講
習
修
了
者
に
対
し
、「
普
通

救
命
講
習
修
了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
▼
７
月
９
日
　
９
時
〜
12
時

場
　
所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

申
込
み
▼
７
月
２
日
　
ま
で
に
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
へ
。
先
着
20
名
で
締

め
切
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

７
２
９
０
）

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方

の
医
療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
（
県
・

町
）
で
負
担
す
る
制
度
で
、
各
人
の
申
請

に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
、
一
級
か
ら
三
級
　

所
持
者

・
国
民
年
金
法
で
定
め
ら
れ
た
、
一
級
に

該
当
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

・
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
、
A
（
重
度
）

に
該
当
す
る
方

（
公
営
の
施
設
入
所
者
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す

る
方
、
原
子
爆
弾
被
害
者
援
護
法
に
よ

る
、
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

・
所
得
制
限
に
よ
り
該
当
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

【
更
新
時
期
】
毎
年
7
月
1
日

今
年
は
6
月
21
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

※
今
現
在
、
該
当
し
て
い
る
方
に
は
、
申

請
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
が
、
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
課
福
祉
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
　
2
1
0
）

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度

更
新
手
続
き
の
お
し
ら
せ

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す

る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日
　
時
▼
６
月
25
日

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

52
ー

１
６
１
６
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
13
時
30
分
〜

15
時
30
分

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
で
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

行

政

相

談

就
職
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

精

神

保

健

相

談

心

配

ご

と

相

談

相
　
　
談

（株）

（ ）金

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
開
催

（ ）水

（ ）木

（ ）金

（ ）水

（ ）日
（ ）火

（ ）木

（ ）木

（ ）金

（ ）月

（ ）金（ ）金

普
通
救
命
講
習
会
の

ご
案
内

火
薬
類
製
造
・
取
扱

保
安
責
任
者
試
験



平
成
17
年
度
よ
り
使
用
す
る
小
学
校

の
教
科
書
と
現
在
使
用
し
て
い
る
中
学

校
の
教
科
書
の
展
示
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
示
会
は
、
教
科
書
の
適
正
な

採
択
に
役
立
た
せ
る
た
め
、
ま
た
、
教

育
関
係
者
の
教
科
書
研
究
の
便
宜
と
教

科
書
見
本
の
効
率
化
を
図
る
た
め
「
発

行
法
」（
教
科
書
の
発
行
に
関
す
る
臨
時

措
置
法
）に
よ
り
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

毎
年
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
示
す
る
時
期

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
関
係
者
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
　
時
▼
6
月
8
日
　
〜
6
月
14
日
　

平
日
　
９
時
〜
17
時
　

土
日
　
10
時
〜
15
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

そ
の
他
▼
記
入
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
教
科
書
に
対
す
る
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

53
ー

３
１
２
３
）

山
口
県
警
察
で
は
、
警
察
官（
男
性
・
女

性
）（
Ａ
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

５
月
14
日
　
〜
６
月
11
日

●
第
一
次
試
験

７
月
11
日

●
採
用
者
数

66
名
程
度
（
男
性
62
名
程

度
、
女
性
４
名
程
度
）

●
試
験
会
場

山
口
大
学

●
受
験
資
格

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
女
で
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事
委
員
会
が
こ

れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短
期

大
学
を
除
く
。）
の
卒
業
者
又
は
平
成
17

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

問
合
せ
▼
岩
国
警
察
署（

24
ー

０
１
１
０
）

受
付
期
間
▼
6
月
7
日
　
〜
6
月
21
日
　

職
　
種
▼
内
務
、
外
務

●
受
験
資
格

内
　
務
▼
昭
和
54
年
4
月
2
日
〜
昭
和
　

62
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

外
　
務
▼
昭
和
49
年
4
月
2
日
〜
昭
和

62
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

第
1
次
試
験
▼
9
月
12
日
　

試
験
内
容
▼
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、

作
文

第
2
次
試
験
▼
10
月
22
日

〜
11
月
5
日

の
う
ち
指
定
す
る
日

採
用
人
数
▼
内
務
90
名
、
外
務
1
4
0
名

試
験
地
▼
山
口
市
、
広
島
市
な
ど

問
合
せ
▼
日
本
郵
政
公
社
中
国
支
社

（

０
８
２
ー

２
２
４
ー

５
９
８
０
）

採
用
予
定
▼
航
海
5
名
　

機
関
5
名

飛
行
5
名

資
　
格
▼
昭
和
40
年
4
月
2
日
以
降
昭
和

51
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
で
受
験
時
に
お
い
て
有
効

な
次
の
免
状
を
有
す
る
方

●
航
海

5
級
海
技
士
（
航
海
）
以
上

●
機
関

5
級
海
技
士
（
機
関
）
以
上

（
内
燃
機
関
の
限
定
を
含
む
）

試
験
日
▼
第
1
次
6
月
27
日
　
8
時
30
分
〜

第
2
次
6
月
28
日
　
8
時
30
分
〜

申
込
期
限
▼
6
月
18
日

当
日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
▼
第
6
管
区
海
上
保
安
本
部

（

0
8
2
ー

2
5
1
ー

5
1
1
１
）

日
本
に
不
法
に
残
留
し
て
い
る
外
国
人

は
22
万
人
を
超
え
、
密
航
者
等
の
不
法
入

国
者
を
含
め
る
と
不
法
滞
在
外
国
人
は
相

当
な
数
に
上
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
不
法
滞
在
者
に
よ
る
凶
悪
犯

罪
や
不
法
就
労
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
☆

◎
外
国
人
を
雇
用
す
る
時
は
、
パ
ス
ポ
ー

ト
や
外
国
人
登
録
証
明
書
等
で
在
留
資

格
・
在
留
期
限
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。（
不
法
滞
在
者
や
就
労
で
き
な

い
外
国
人
を
雇
用
し
た
場
合
、
不
法
就

労
助
長
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。）

☆
和
木
町
の
皆
さ
ん
へ
☆

◎
近
所
の
ア
パ
ー
ト
等
に
不
審
な
外
国
人
が

出
入
り
し
て
い
る
。
近
所
の
会
社
（
工
事

現
場
等
）
に
不
審
な
外
国
人
が
働
い
て
い

る
。
な
ど
、
不
審
な
外
国
人
、
不
法
滞
在
、

不
法
就
労
外
国
人
に
関
す
る
情
報
は
、
岩

国
警
察
署
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
沿
岸
協
力
会

（
岩
国
警
察
署
　
　
24
ー

0
1
1
0
）

平
成
16
年
3
月
に
未
就
職
の
ま
ま
高
校
な

ど
を
卒
業
し
た
若
者
を
、
国
の
若
年
者
ト
ラ
イ

ア
ル
雇
用
事
業
を
活
用
し
て
常
時
雇
用
し
た
事

業
主
の
方
に
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
、
県
あ
わ
せ
る
と
1
人
あ
た
り
最
高
30
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
主
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
紹
介

す
る
若
者
を
、
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事

業
を
活
用
し
て
試
行
的
に
雇
用
し
、
ト
ラ
イ

ア
ル
雇
用
終
了
後
に
常
時
雇
用
に
移
行
し
た

事
業
主

対
象
と
な
る
若
者
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
紹
介
す

る
、
県
内
の
中
学
校
、
高
等
学
校
、
専
修
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
を
卒
業
し

て
1
年
以
内
の
未
就
職
の
若
者

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
商
工
労
働
部
雇
用
・
能
力
開
発
課

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

3
2
5
4
）

教
科
書
展
示
会
の

お
知
ら
せ

郵
政
一
般
職
員
採
用
試
験

山
口
県
警
察
官
募
集

雇
用
奨
励
金
支
給
制
度

海
上
保
安
官
募
集

不
法
就
労
・
不
法
滞
在

防
止
に
ご
協
力
を

12

（ ）火

（ ）月

（ ）金

（ ）金
（ ）日

（ ）月
（ ）日（ ）金

（ ）金

（ ）月

（ ）日（ ）月
（ ）金

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
、
ご
希
望

の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）
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（
５
月
17
日
句
会
）

雪
舟
の
庭
に
ひ
び
け
り
祭
笛
　
　
　
　
　
陣
場
　
直
雄

瑰
の
紅
咲
き
満
ち
て
漁
師
町
　
　
　
　
陣
場
　
孝
子

家
を
解
く
木
槌
の
音
や
柿
若
葉
　
　
　
　
浜
田
千
代
美

薔
薇
園
の
香
に
包
ま
れ
て
子
の
眠
る
　
　
浦
　
　
盈
子

う
つ
ぎ
咲
く
棚
田
に
雨
の
水
輪
か
な
　
　
超
智
　
幸
子

お
い
ら
ん
の
白
き
素
足
や
先
帝
祭
　
　
　
下
村
美
恵
子

蝌
蚪
の
水
の
ぞ
く
幼
の
影
ゆ
ら
ぐ
　
　
　
灰
岡
美
穂
子

柿
若
葉
赤
子
の
爪
の
透
き
通
る
　
　
　
　
平
岡
キ
ク
エ

田
を
植
ゑ
て
一
番
星
を
夫
と
見
る
　
　
　
松
波
　
政
子

海
風
や
目
玉
大
き
な
鯉
織
　
　
　
　
　
　
山
重
　
杵
子

母
の
日
や
嫁
よ
り
届
く
胡
蝶
蘭
　
　
　
　
小
川
　
誉
子

工
場
の
煙
真
つ
す
ぐ
雲
の
峰
　
　
　
　
　
与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入

居
申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

下水道使用料金が、7月使用分から下表のとおり改定さ

れます。下水道が完成して約30年を経過しており、健全な

下水道事業を行うため、料金改定に対するご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。なお､新料金は7月1日から

施行され、7･8月分（9月徴収）から適用されます。

下水道使用料金表（月額）

下水道使用料金が改定されます。

区　分 使　　用　　量
改　　　　定 現　　　　行

一般家庭用

臨 時 用
プール用

10m3まで
11m3～100m3まで

101m3～1,000m3まで
1,001m3以上

一世帯2人まで
1人増すごとに
20m3まで
20m3以上

基本料金
700円

1,013円
942円
2,558円

基本料金
540円

782円
727円
1,974円

超過料金1m3につき

156円
204円
225円
413円
168円

184円

超過料金1m3につき

121円
158円
174円
319円
130円

142円

水道水以
外の水に
よる汚水

家事用

その他

1m3につき
1m3につき

1m3につき
1m3につき

退職金で豊かな生活
中退共制度（中小企業退職金共済制度）は、
退職金制度を持つことが困難な中小企業に中
小企業の方の相互共済と国の援助で退職金制
度を確立することを目的として作られた国の
制度です。
－中退共制度の特色－

☆国の制度ですので安全、確実、有利です。
☆適格退職年金制度からの移行先の一つとな　
っております。
☆掛金を納めるだけで企業の実態にあった退　
職金制度を手軽にもつことができます。
☆掛金の一部を国が助成します。
☆掛金は税法上、損金または必要経費として　
全額非課税になります。
☆過去の勤務期間通算や企業間を転職した場　
合などの通算ができます。
－掛金の種類－

月額5,000円から30,000円までの16種類です。
短期労働者（1週間の所定の労働時間が通

常の従業員より短く、かつ30時間未満の従業
員）は、2,000円・3,000円・4,000円の特別掛
金でも加入できます。
問合せ 中小企業退職金共済本部

（ 03ー3436ー0151）

玖枚

６
月
は
『
外
国
人
労
働

者
問
題
啓
発
月
間
』

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
に
は
、
就
労

が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

外
国
人
の
方
は
、「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
在
留

資
格
の
範
囲
に
お
い
て
日
本
国
内
で
の
活

動
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
原
則
と
し
て
、
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い

在
留
資
格

文
化
活
動
、
短
期
滞
在
、
留
学
、
就
学
、

研
修
、
家
族
滞
在

※
留
学
・
就
学
に
つ
い
て
は
、
資
格
外

活
動
の
許
可
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
範
囲
で

就
労
可
能
で
す
。

●
就
労
に
制
限
が
な
い
在
留
資
格

永
住
者
、
日
本
人
の
配
偶
者
等
、
永
住

者
の
配
偶
者
等
、
定
住
者

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（

21
ー

３
２
８
１
）
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桜
木
の
も
と
に
佇
ち
ゐ
る
少
女
あ
り
流
る
る
雲

と
散
り
ゆ
く
花
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
巳
津
子
　

春
う
ら
ら
木
の
香
新
し
錦
帯
橋
歴
史
は
流
れ
錦

川
は
流
る
る

森
本
　
初
子
　

野
鳥
に
と
パ
ン
の
端
く
れ
置
き
お
れ
ば
黒
き
猫

来
て
い
っ
き
に
食
め
り
　
　
　
　
　
　
　
正
中
ツ
ヤ
子

か
ら
か
ら
と
矢
車
ま
わ
り
鯉
の
ぼ
り
風
を
孕
み

て
青
空
お
よ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
村
　
浄
コ

公
園
の
ベ
ン
チ
に
坐
せ
ば
満
開
の
桜
ち
ら
ち
ら

我
が
胸
に
散
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
宇
次
信
子

小
雨
降
る
狭
庭
の
す
み
に
に
じ
鳩
の
ひ
そ
と
首

ふ
る
姿
愛
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
柴
冨
美
子

木
蓮
の
し
ろ
き
花
さ
き
夕
べ
に
は
散
る
花
あ
り

て
命
み
じ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
渕
ハ
ネ
子

爛
漫
と
草
木
競
い
て
咲
く
季
節
足
病
む
わ
れ
の

視
界
は
せ
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
屋
　
笑
子

屋
久
島
に
風
雪
し
の
ぎ
て
二
千
年
威
厳
備
え
し

紀
元
杉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
園
　
静
美

半
世
紀
架
け
替
え
終
え
し
錦
帯
橋
行
き
交
う
人

に
桜
ほ
ほ
え
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
千
尋

友
は
今
ウ
コ
ン
の
花
に
包
ま
れ
て
心
を
癒
し
幸

せ
に
生
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭
野
　
賀
代

「
ぼ
け
」
と
い
う
名
を
も
つ
か
ら
に
な
ん
と
な

く
と
ぼ
け
て
見
え
る
丸
い
花
び
ら
　
　
　
横
川
美
代
子

い
つ
よ
り
か
花
の
終
り
に
こ
だ
わ
り
し
桜
ゆ
る

び
て
花
こ
ぼ
し
初
む
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
上
　
紀
子

か

わ

は

は
ら

さ
に
わ

そ

い

マークの付いていないもの

握ってみる

潰れる 潰れない

プラスチックの日 金属・粗大の日

↓

↓ ↓

↓ ↓

その63

平
成
16
年
度
夏
季
資
金

の
取
扱
い
に
つ
い
て

融
資
対
象

・
夏
季
の
増
資
仕
入
資
金
が
必
要
な
方

・
夏
季
の
諸
決
済
資
金
が
必
要
な
方

・
夏
季
ボ
ー
ナ
ス
支
給
資
金
が
必
要
な
方

融
資
限
度
額

ア
　
会
社
及
び
個
人

８
０
０
万
円

イ
　
組
合

４
、８
０
０
万
円

融
資
利
子
▼
年
１
・
６
％

（
保
証
な
し
の
場
合
は
年
１
・
９
％
）

保
証
利
率
▼
年
０
・
８
１
％
以
内

（
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
等
に
該

当
す
る
場
合
は
年
０
・
６
５
％
）

償
還
期
間
▼
５
ヶ
月
以
内

償
還
方
法
▼
原
則
と
し
て
一
括
償
還

保
証
人
及
び
担
保
▼
取
扱
金
融
機
関
、
山
口
県

信
用
保
証
協
会
所
定
の
方
法

取
扱
金
融
機
関
▼
山
口
銀
行
、
西
京
銀
行
、
岩

国
信
用
金
庫
な
ど

申
込
先
▼
取
扱
い
金
融
機
関
ま
た
は
山
口
県
信

用
保
証
協
会

融
資
取
扱
期
間
▼
５
月
10
日
　
〜
８
月
31
日

ま
で

問
合
せ
▼
山
口
県
信
用
保
証
協
会

（

０
８
３
ー
９
２
１
ー
３
０
９
０
）

（ ）月

（ ）火

●粗大ごみは直接持ち込みできます。（7月末まで無料）
現在、粗大ごみの有料化をひかえて、収集日には大変多くのごみが集積所に出されています。多量に

ごみを出される場合には、役場に申し込めば、個人で直接「和木町クリーンセンター」に持ち込むこと
ができますので、ご利用ください。
受付時間 役場開庁日の8時30分から16時

●プラスチック容器の出し方について
マークのついているプラスチック容器類は、中身を出し、水ですすいで水をよく切って出してく

ださい。（一部マークの付いていないものもあります。）
※容器類（プラスチックごみとして出せるもの）
弁当の容器、マヨネーズ、からし調味料、
歯磨き、プリン、惣菜の容器など
※フタは外してください。
（金属製のフタは「金属・粗大の日」です。）
注意事項
※やわらくても、ゴム製品は「金属・粗大の日」
に出してください。

●利用しませんか？！電気式生ごみ処理機購入補助制度！
「生ごみが驚くほど減り、最後に残った物は肥料として使える。」など、利用者の方々から好評をいた

だいています。
ごみ減量化を推進するために、この制度をぜひご利用ください。（※購入前に申請が必要です。）

◎対象者 町内居住者（1世帯1機）
◎補助額 購入額の2分の1（ただし、補助限度額を25,000円とします。）
問合せ 住民サービス課（ 52ー2135内線204）
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町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉
の
向

上
・
充
実
に
努
め
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
福
祉
の
推
進
は
、

み
ん
な
が
ふ
れ
あ
い
、
思
い
や
り
を
持

っ
て
、
お
互
い
助
け
合
い
、
協
力
す
る

心
が
大
切
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
く
会

費
は
、福
祉
の
推
進
に
大
切
な
財
源
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
会
員
の
種
類
と
会
費
（
年
間
）

一
般
会
員
　
　

１
口
　

6
0
0
円
　

準
特
別
会
員
　

1
口

1
、0
0
0
円

特
別
会
員
　
　

1
口

2
、0
0
0
円

特
別
賛
助
会
員

1
口
１
０
、0
0
0
円

法
人
会
員
　
　

2
口

2
、0
0
0
円

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

児
童
手
当
（
特
別
給
付
を
含
む
）
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を
６
月

30
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
の

状
況
と
、
６
月
１
日
現
在
の
養
育
の
状
況

な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
６
月
以
降
の
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
現

在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
届
出

用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

２
１
３
５
内
線
２
１
０
）

平
成
16
年
度
社
協
　

会
員
募
集

児
童
手
当
の
現
況
届

は
６
月
30
日
ま
で
に

所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
を

も
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
所
得
の
申
告
を

さ
れ
て
い
な
い
と
、
保
険
料
の
軽
減
措
置

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
高
額
療
養
費

の
支
給
の
際
も
、
払
い
戻
さ
れ
る
金
額
が

少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
場
所

税
務
課

●
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
・
平
成
15
年
１

月
１
日
〜
平
成
15
年
12
月
31
日
ま
で
の
所

得
が
証
明
で
き
る
も
の
（
給
与
源
泉
徴
収

票
・
年
金
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課

（

52
ー

２
１
３
５
内
線
２
０
３
）

〜
こ
ん
な
事
業
を
し
て
い
ま
す
〜

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
　

ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
利
用
援
助

●
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

●
専
門
機
関
の
紹
介

●
社
会
資
源
を
活
用
す
る
た
め
の
支
援

●
社
会
生
活
力
を
高
め
る
た
め
の
支
援

相
談
時
間
▼
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

月
曜
日
〜
金
曜
日

訪
問
時
間
▼
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
緑
風
園
障
害
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（

63
ー

2
8
8
2
）

国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
へ

緑
風
園
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
は
、
年
金
額
の
実
質
的
な
価
値
を

維
持
す
る
目
的
で
、
前
年
の
全
国
消
費

者
物
価
指
数
の
上
昇
・
下
落
に
応
じ
て
、

そ
の
翌
年
度
の
年
金
額
を
自
動
的
に
改

定
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
は
、
平
成
15
年
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
の
下
落
分
（
マ
イ
ナ
ス

0
・
3
％
）
の
年
金
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

◎
年
金
額
の
改
定
通
知
書
は
、
6
月
上
旬

に
年
金
振
込
通
知
書
に
合
わ
せ
て
、
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
7
）

平
成
16
年
度

公
的
年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

●新しい年金額は次のとおりです。

※　平成16年6月支払分（4月分、5月分）から下がります。

794,500円

993,100円

794,500円

1,023,100円

410,800円

482,700円

407,100円

797,000円

平成16年度
年　金　額

年　金　の　種　類

老齢基礎年金（満額の場合）

障　害　基　礎

年　　　　　金

遺　族　基　礎　年　金

（ 子 １ 人 の 場 合 ）

１級

２級

老　齢　福　祉　年　金

５年年金　

１０年年金

旧年金額

996,300円

797,000円

1,026,300円

412,100円

484,200円

408,300円

旧
　
　
法
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公職選挙法の一部が改正され、新たに「期日前投票制度」が創設されました。
この制度により、従来の、不在者投票のように、投票用紙を封筒に入れて、それ
に署名するといった手続きが不要となり、投票がしやすくなります。

◆対象となる投票
従来の不在者投票のうち
不在者投票所で行っていた投票
◆投票手続き
基本的に選挙期日の投票所におけ
る投票の手続きと同じです。
◆投票を行なうことができる方
選挙期日に、仕事や旅行、レジャー、冠
婚葬祭などの用務があるなどの事由に　
該当すると見込まれる方

Ｑ ●従来の不在者投票はどうなるの？
原則として期日前投票に移行します。

Ａ ●名簿登録地の市町村以外の市町村や病院、老人ホームなどにおける不在者投票制
度については従来どおり行なわれますが、投票開始日が「選挙期日の公示日また　
は告示日の翌日」に変更されていますので注意が必要です。

投票日前でも、直接投票箱に投票できる。

期日前投票制度
選挙期日前の投票手続きが大幅に簡素化され

投票しやすくなります。

◆投票時間
8時30分～20時
◆投票所
役　場　議会棟1階
◆投票期間
選挙期日の公示日または告示日
の翌日から選挙期日の前日まで

開票所へ

「選挙のめいすいくん」の家族
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成16年5月1日現在

総人口　 6,771人
（－22）

世帯数　 2,640世帯
（＋6）

和木町の面積　10.56km2
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女　3,398人
（－12）

3,373人　男
（－10）

伝　言　版
寄
付
・
寄

贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

兵
頭
　
正
治
さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）

正
木
キ
ヌ
エ
さ
ん
（
和
木
３
丁
目
）

村
中
　
宮
子
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

●
見
舞
返
し

松
本
　
政
雄
さ
ん
（
和
木
３
丁
目
）

●
一
般
寄
付

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

兼
庄
　
喜
義
さ
ん
（
和
木
２
丁
目
）

森
川
　
貞
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
２
丁
目
）

ま
た
次
の
方
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

森
川
　
貞
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
２
丁
目
）

町県民税　１期分

住宅使用料６月分

※納期内に納めまし

ょう

問合せ▼税務課

（ 52ー２１３５）

今月の納税

役場では、6月1日から9
月30日までノーネクタイ
とさせていただきます。
ノーネクタイの場合、体
感温度が2度程度低くなる
といわれており、省エネ
ルギー対策の一環として
実施するものです。
さわやかで清々しい服

装を心がけますので、よ
ろしくお願いいたします。

ノーネクタイ運動実施中

100以上

住民票など休日・時間外の受付をいたします！住民票など休日・時間外の受付をいたします！
（事前に電話等で予約してください。）

役場の通常業務時間内に来庁できない方に下記の内容で、時間外交付いたします。

★交付できる証明書

住民サービス課 ・住民票の写し
・住民票の除票の写し
・印鑑登録証明書

★予約受付時間 開庁時間内の8時30分から16時まで
★交付時間 ①　月曜日～金曜日は、17時15分から20時まで

②　土・日曜日及び祝祭日は、9時から20時まで
★予約方法 ア　電話52－2135 住民サービス課　内線206

税務課　　　　　内線202
イ　ファクシミリ（52－7277）
ウ　Eメール（住民サービス課　jumin@town-waki.jp）

（税務課　　　 zeimu@town-waki.jp）
※ファクシミリ及びEメールによる予約は、電話確認となります。

★交付場所 役場当直室
受領は，本人確認の為、免許証等が必要です。

★交付手数料 1通、200円　　

税務課 ・町県民税関係証明書
・固定資産税関係証明書
・納税証明書

！！�
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